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知識次元   






















識」，「手続的知識」，「メタ認知的知識」の順に排列される。   
以上のように「改訂版」は，知識次元の一カテゴリーとしてメタ認知を位置づけている。その  
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成と同じ発想に立つという。   
手続的知識である種々の技術や手法はそれを保持しているだけでは十分でなく，それらをいつ  
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カテゴリー  例   
1．「方略についての知識（strategicknowledge）」：学習、思考、問題解決のための一般的な方略についての知識。  
1－1．  情報のリハーサルは情報を保持するための一つの方法だという知  
認知過程一般、特に記憶や理解といった知識習得過程で  
使用される一般的学習方略についての知識  
1－2．  自己テストや自問のような認知過程を理解・監視する方略につい  
認知過程を制御するのに便利なメタ認知的方略について  
の知識  
1－3．  明確に定義されていない問題を解くための発見的方法としての手  
問題解決や思考のための一般的方略についての知識  段一目的分析についての知識。   
2・「文脈と条件についての適切な知識を含む、認知的課題に関する知識（knowIedgeaboutcognitivetasks，incIudingappropriate  
COnteXtuaFandcondjtjonaJknowledge）」：認知的課題についての知識。  
2－1．  再生課題は再認課題よりも難しいという知識。  
課蓮の要求するものや目的についての知識  








3－1． 自分自身の認知についての知識  
3－1－1．  随筆を書くのは苦手だが批評は得意であるという知識。  
認知や学習における自分の長所と短所についての知識  
3－1－2．  自分自身の知識レベルについての知識。  
自分の持っている知識の広さと深さについての知識  
3－1－3．  自分がある状況では特定の方略に頼る傾向があるという知識。  
ある状況における自分の思考法や用いる方略の傾向性  
についての知識  
3－2． 自分自身の動機についての信念（motivationalヒ袷Iie†s）  
3－2－1．  特定の課題を遂行するための自分の能力についての知識。  
課題を連行する自己の能力についての判断である、自  
己効力感についての信念  
3－2－2．  ある課題を遂行する際に自分が抱いている目的についての知識。  
課題を遂行する目的や理由についての信念  
3－2－3．   課題への個人的興味や課題の利用価値に関する自己の判断につい  
課毘への個人的興味や自分にとっての課題の重要度や  
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卒無くこなせる「知的な初心者（intelligentnovice）」13へと変革されるのである。   
（2）学習への主体的関与の実現  
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自己調整の段階   自己調整学習者の種顆  
素朴な学習者   巧みな学習者   
事前の考慮  明細でなく遠くにある日標、成細目標志向、低い自  明細で階層的な目標、学習目標志向、高い自己効力  
己効力感、興味が無い   感、内発的に興味を持っている   
目標遂行   焦点化されてない計画、セルフ・ハンディキヤツピ  目標遂行に焦点化されている、自己教示やイメー   
／意志的統制  ング方略．結果の自己モニタリング   ジ、過程の自己モニタリング   
自己反省   自己評価を避ける、能力ヘの帰属、否定的な自己反  自己評価を求める、方略や実践への帰属、積極的な  
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処理のレベル  
（図2）マルザーノの二次元モデル  
（出典二R．）．Marzano，IksigningaNewTaxonomyofEducationa10bjectives（CorwinPress，2001），p・60・）   
しながら，「認知システム（cognitivesystem）」（再生，理解，分析，知識利用）は課題に不可欠  
な情報を処理し達成行動を遂行する。こうした一連の処理の系列は学習者の持つ先行知識（情報，  
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われている自己教育力の育成をねらった実践を眺めれば，それが何を重視していて何を見落とし  






















1たとえば三宮は，自己学習力に必要なメタ認知の中身を明らかにし，自己学習力を具体的な行動   
のレベルにおいて捉えようとしている（三宮真智子「認知心理学からの学習論一自己学習力を支   
えるメタ認知－」『鳴門教育大学研究紀要（教育科学編）』第12巻，1997年）。  
2 近年アメリカにおいて，ブルーム・タキソノミー（認知領域）の改訂版と称する著書が相次いで   
出版された。それは，アンダーソンらによる改訂版（L．W．AndersonandD．R．Krathwohl（eds．），A   
mズ0〝Omγ♪rエビα川れg，乃αC肋g，α〝dA∫∫g∫∫玩gニA尺evf∫わ〝げβわ0∽’∫mズ0乃0椚γげg血cαJわ乃αJ   
Obiectives（AddisonWesleyLongman，2001））とマルザーノによる改訂版（R・J・MarZanO，Designinga   
楠w肋0〝∂叩げg血cα血〝αJOりgcれg∫（CoⅣinPress，2001））である。本箱では，アンダーソンらに   
よる改訂をブルーム・タキソノミーの正式な改訂として位置づけ，それを表現するために「改訂   
版タキソノミー」と括弧をつけて表記する。また，本稿では，「改訂版」からの引用は，＜「改訂   
版」（ページ数）＞の形で記す。  
3 ブルーム・タキソノミーの認知領域は，B．S．B100m，D．R．KrathwohlandB．B．Masia，TbxonomyQf   
Educationa10biectives．Handbookl：CognitiveDomain（DavidMckayCo・，1956）にまとめられている。  
4 本稿では，「改訂版」に倣って，「教育目標」を「意図された生徒の学習成果（intendedstudent  
learningoutcomes）」と定義する（「改訂版」p，3）。  
5 タイラー（R．W．Tyler）は，教育目標を内容的局面と行動的局面によって規定することを主張す  








7 「改訂版」がメタ認知を導入する意義の情意的な文脈からの検討は，拙稿「アメリカにおける   
『改訂版タキソノミー』の検討一情意領域の教育目標化の課題を中心に－」『教育目標・評価学会   
紀要』第12号，2002年（印刷中）で行った。  
8 括弧内の表記は，そのカテゴリーが，（表1），（表2）のどちらのものか，そして表中のどの位置   
にあるかを示している。たとえば，（「改訂版」・2－2）ならば，（表2）の2－2の位置にある  
カテゴリーであることを指す。  
9 「改訂版」p．241．  
10J占fd．，p．44．  
11Jあfdリp．236．  
12 たとえば，J．T．ブルーアー（松田文子，森敏昭監訳）『授業が変わる一認知心理学と教育実践が手   
を結ぶとき』北大路書房，1997年，第3章を参照。この著書は，「改訂版」が参照している文献   
（］．T．Bruer，SchooIs♪rThought：AScienceQfLearningintheClassroom（MITpress，1993））の日本語訳  
である。  
13 同上書，p．63。  
14 「改訂版」p．55．  
15 そのことは，自己調整学習についての研究者であるピントリッチ（P．R．Pintrich）が「改訂版」の   
開発メンバー の一人であることや，「改訂版」において自己調整学習に関する研究成果が多く引用  
されていることから読み取れる。  
16 B．J．Zimmerman，りModelsofSelf－regulatedLearn1ngandAcademicAchievement＝，inB・J・Zimmermanand   
D．H．Schunk（ed．），Se折regulatedLearningandAcademicAchievement：T71eOTy，ResearchandPructice   
（Springer－Verlag，1989），p・22・  
17 B．J．Zimmerman，”DeveloplngSelf－fulfi11ingCyclesofAcademicRegulation：AnAnalysisofExemplary   
InstruCtionalModels”，inB．）．ZimmermanandD．H．Schunk（ed．），Se折regulatedLearning：FromTbaching   
toSe折rdlectivePractice（GuilfordPress，1997），P・6・  
18 B．S．Bloom，りNewViewsoftheLearner：ImplicationsfbrInstruCtionandCurriculum＝，inB・S・Bloom，Al1   
0urChildrenLearning（McGraw－HillCo．，1981）と同書中のアンダーソンの導入文を参照。  
19 「改訂版」p．241．  




22 「改訂版」p．44．  
23 ブルーアー（J．T．Bruer）は，高次の認知能力を育むために，「学校の授業は，メタ認知的気づき   
を促すインフォームドなものでもあるべき」だといっている（ブルーアー前掲書，p．69）。  
（博士後期課程1回生，教育方法学講座）  
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